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講座番号 開 講 日 令和５（2023）年１０月２３日（月） 定 員 研 講義 ○

講 座 名 インクルーシブ教育
２０名 修 実技

半日受講 形 演習

集合場所 十勝教育研修センター 否 態 協議 ○

日 程 講 座 内 容 使用室名 担当講師

9:45 【開講式】 講 堂 加藤 章芳

10:00 (1) インクルーシブ教育について （十勝教育局）

・特別支援教育の理念

・特別な教育的支援を必要とする幼児児童生徒への対応につ 外部講師

いて 戸田 竜也 氏

・通常の学級における特別支援教育、合理的配慮の考え方 （北海道教育大学

・校内支援体制づくり 釧路校准教授）

10:30 （休憩）

10:35 (2)講義

「障がいのある児童生徒の達成感や成就感を生むための交流

及び共同学習（仮）」

12:00

《昼食・休憩》

13:00 (3) 組織的に取り組む特別支援教育（実践事例の紹介）

講 堂 永井 悠介

（帯広市教育研究所）

加藤 章芳

（十勝教育局）

14:00 (4) 受講者参加型パネルディスカッション

「インクルーシブ教育に取り組むために必要なこと（仮）」 外部講師・

パネリスト

横山 理恵

（帯広小）

戸田 竜也 氏

（北海道教育大学

16:00 (5) まとめ 釧路校准教授）

・昼食（外出可）、飲み物 ［参考資料］

持 ・特別支援学校学習指導要領 自立活動編（幼稚部,小学部,中学部） 留 ＊ 特別支援学級における適切な教育課程の編成に関する資料から児

（＊以下、北海道特別支援教育センターHPよりダウンロード可） 意 童一人一人の学びの充実に向けて～（令和５年（2023年）2月）

ち ・特別支援学級担任のハンドブック 事
＊「障がいのある子どもの教育支援の手引き」

・特別支援学級担任のハンドブック（追補版） 項 令和３年６月文部科学省初等中等教育局特別

物 ・令和４年度特別支援教育教育課程編成の手 支援教育課

引き（令和５年(2023年)３月24日更新）

第19期事業実施計画における研修内容

○通常の学級における特別支援教育、合理的配慮 a 教職に必要な素養 ○
の考え方 関

○通常の学級における特別な教育的支援を必要と 連 b 学習指導

する児童生徒への支援及び学習指導における工 す c 生徒指導
夫の在り方について る

○校内支援体制づくり 指 d 特別な配慮や支援を必要とする子どもへの対応 ○

標 e ＩＣＴや情報・教育データの利活関連付け

＊通常の学級における合理的配慮の考え方や、個別の
教育支援計画や個別の指導計画に基づく指導と評価の
一体化について、講師に話しをいただきます。

・午前中の講義、午後の実践発表を受けて、パネリス
トと参加者で協議を行い、インクルーシブ教育を進め
る上で必要なことを協議し、最後に戸田先生より協議
の整理をしていただきたいと考えます。

管内で、特別支援教育の体制整備に取り組んでいる、
帯広市立帯広小学校の取組を通じて、具体的な合理的
配慮について参加者で考えます。


